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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期

第３四半期
連結累計期間

第66期
第３四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 27,714,235 31,876,819 39,942,216

経常利益 (千円) 1,672,063 1,985,521 3,041,593

四半期(当期)純利益 (千円) 891,192 1,127,457 1,699,505

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 808,804 1,854,871 2,384,473

純資産額 (千円) 42,960,444 44,714,394 43,636,083

総資産額 (千円) 60,283,775 63,272,548 61,778,664

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 11.22 14.52 21.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 71.3 70.7 70.6
 

　

回次
第65期

第３四半期
連結会計期間

第66期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.67 6.20
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)において営まれている

事業の内容につきまして、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社につきましても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間におきまして、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」につきましての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間におきまして、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策への期待から円安・株高が進行

し、輸出関連企業を中心に企業収益の改善や個人消費の拡大が見られ、景気は緩やかに回復基調で推移

しておりますが、一方、海外におきましては、米国経済の景気回復が見られるものの、中国をはじめと

する新興国経済の減速など、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような環境の中で、当社グループの主な国内販売先につきましては、電力・通信業界では計画通

りで推移いたしました。一方、レンタル業界では社会インフラの維持管理に関連する設備投資、また、

鉄道業界では、工事作業の機械化需要の拡大により、前年同期に比べ特装車販売が増加いたしました。

海外につきましても、前年同期に比べ特装車販売は増加いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高は前年同期を41億62百万円(15％)上

回る318億76百万円となりました。

利益につきましては、営業利益は前年同期を1億43百万円(10％)上回る15億34百万円、経常利益は前

年同期を3億13百万円(19％)上回る19億85百万円となりました。

また、四半期純利益は前年同期を2億36百万円(27％)上回る11億27百万円となりました。
 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（特装車）

特装車売上高は前年同期を41億8百万円(20％)上回る245億27百万円となり、売上総利益は前年同期を

3億30百万円(9％)上回る39億67百万円となりました。これは主に、レンタル業界・鉄道業界および海外

向けの売上が増加したことによるものであります。

（中古車）

中古車売上高は前年同期を1億31百万円(16％)下回る6億97百万円となり、売上総利益は前年同期を30

百万円(23％)下回る1億1百万円となりました。これは主に、市場性のある中古車の仕入が減少したこと

によるものであります。

（部品・修理）

部品・修理売上高は前年同期を1億78百万円(3％)上回る64億47百万円となり、売上総利益は前年同期

を60百万円(4％)上回る15億69百万円となりました。これは主に、検査・修理売上が増加したことによ

ります。

（その他）

その他売上高は前年同期を6百万円(3％)上回る2億3百万円となり、売上総利益は前年同期を12百万円

(23％)下回る42百万円となりました。

　

(2) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費に要した額は、研究材料費、人件費等総額1億48百万

円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 235,000,000

計 235,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 79,453,250 同左

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 79,453,250 同左 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 79,453 ― 10,425,325 ― 9,941,842
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿に

よる記載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,823,600
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

77,582,200
775,822 ―

単元未満株式
普通株式

47,450
― ―

発行済株式総数 79,453,250 ― ―

総株主の議決権 ― 775,822 ―
 

(注) １.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が 100株(議決権１個)含まれ

ております。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 46株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アイチコーポ
レーション

埼玉県上尾市大字領家字
山下1152番地の10

1,823,600 ― 1,823,600 2.30

計 ― 1,823,600 ― 1,823,600 2.30
 

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が 100株(議決権１個)あります。な

お、当該株式は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)および第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表につきまして、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,180,176 1,327,142

預け金 20,880,500 20,052,372

受取手形及び売掛金
※1 14,274,917 ※1 14,296,189

商品及び製品 773,650 1,189,025

仕掛品 1,237,544 2,119,063

原材料及び貯蔵品 1,279,863 1,495,295

繰延税金資産 673,298 365,874

その他 387,262 453,452

貸倒引当金 △8,257 △4,020

流動資産合計 40,678,956 41,294,394

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,103,491 4,068,091

機械装置及び運搬具（純額） 843,542 863,705

土地 8,752,187 8,752,187

その他（純額） 937,321 1,070,445

有形固定資産合計 14,636,543 14,754,430

無形固定資産 946,089 1,016,265

投資その他の資産

投資有価証券 3,644,761 4,604,938

繰延税金資産 739,523 401,226

その他 1,166,282 1,230,599

貸倒引当金 △33,493 △29,307

投資その他の資産合計 5,517,075 6,207,457

固定資産合計 21,099,707 21,978,154

資産合計 61,778,664 63,272,548
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,432,685
※1 9,674,373

未払法人税等 943,156 81,382

役員賞与引当金 70,000 54,750

製品保証引当金 88,900 81,600

その他 3,585,492 3,603,165

流動負債合計 13,120,234 13,495,271

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 716,366 716,366

退職給付引当金 2,964,311 2,995,975

役員退職慰労引当金 192,100 195,560

その他 1,149,569 1,154,981

固定負債合計 5,022,347 5,062,883

負債合計 18,142,581 18,558,154

純資産の部

株主資本

資本金 10,425,325 10,425,325

資本剰余金 9,923,342 9,923,342

利益剰余金 25,522,852 25,874,012

自己株式 △914,193 △914,456

株主資本合計 44,957,326 45,308,223

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,174,847 1,788,690

土地再評価差額金 △2,439,114 △2,439,114

為替換算調整勘定 △56,975 56,595

その他の包括利益累計額合計 △1,321,242 △593,828

純資産合計 43,636,083 44,714,394

負債純資産合計 61,778,664 63,272,548
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 27,714,235 31,876,819

売上原価 22,432,186 26,282,778

売上総利益 5,282,049 5,594,041

販売費及び一般管理費 3,890,394 4,059,043

営業利益 1,391,654 1,534,998

営業外収益

受取利息 67,527 54,095

受取配当金 69,040 76,773

為替差益 104,096 296,344

その他 52,862 67,731

営業外収益合計 293,527 494,944

営業外費用

支払利息 32 32

持分法による投資損失 5,378 39,170

その他 7,708 5,218

営業外費用合計 13,119 44,421

経常利益 1,672,063 1,985,521

特別利益

固定資産売却益 1,774 22

投資有価証券売却益 － 1,896

特別利益合計 1,774 1,918

特別損失

固定資産売却損 － 334

固定資産除却損 9,493 411

投資有価証券評価損 2,481 700

保険解約損 1,361 －

転貸損失 38,500 －

特別損失合計 51,836 1,445

税金等調整前四半期純利益 1,622,001 1,985,994

法人税、住民税及び事業税 545,039 562,420

法人税等調整額 185,769 296,116

法人税等合計 730,809 858,536

少数株主損益調整前四半期純利益 891,192 1,127,457

四半期純利益 891,192 1,127,457
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 891,192 1,127,457

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 77,036 613,842

為替換算調整勘定 △122,206 △10,522

持分法適用会社に対する持分相当額 △37,218 124,094

その他の包括利益合計 △82,388 727,413

四半期包括利益 808,804 1,854,871

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 808,804 1,854,871

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理して

おります。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形         574,806千円 709,098千円

支払手形 ― 1,622千円
 

　

　２　偶発債務

　　　顧客の営業取引債務に対して、債務保証を行っております。
　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

顧客の営業取引債務に対する保証      1,535千円 1,535千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)およ

びのれんの償却額は、次のとおりであります。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 613,098千円 690,887千円

のれんの償却額  38,156千円 38,156千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 397,151 5.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年10月30日
取締役会

普通株式 397,150 5.00 平成24年９月30日 平成24年11月27日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 388,149 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年10月30日
取締役会

普通株式 388,148 5.00 平成25年９月30日 平成25年11月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
特装車 中古車 部品・修理 計

売上高       

 外部顧客への売上高 20,418,477 829,099 6,269,021 27,516,599 197,636 27,714,235

 内部売上高又は振替高 187,005 ― 244,593 431,599 82,191 513,790

計 20,605,483 829,099 6,513,615 27,948,198 279,827 28,228,025

セグメント利益(注)２ 3,637,468 132,206 1,509,092 5,278,766 54,987 5,333,754
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育事業等であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益から内部取引消去を調整して算出しております。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 5,278,766

「その他」の区分の利益 54,987

内部売上相殺消去 △513,790

内部売上原価相殺消去 462,085

全社費用（注） △3,890,394

四半期連結損益計算書の営業利益 1,391,654
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

EDINET提出書類

株式会社アイチコーポレーション(E01657)

四半期報告書

13/17



　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
特装車 中古車 部品・修理 計

売上高       

 外部顧客への売上高 24,527,449 697,603 6,447,983 31,673,036 203,783 31,876,819

 内部売上高又は振替高 1,089,680 ― 220,526 1,310,206 78,884 1,389,091

計 25,617,129 697,603 6,668,509 32,983,242 282,668 33,265,911

セグメント利益(注)２ 3,967,966 101,833 1,569,980 5,639,780 42,095 5,681,875
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育事業等であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益から内部取引消去を調整して算出しております。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 5,639,780

「その他」の区分の利益 42,095

内部売上相殺消去 △1,389,091

内部売上原価相殺消去 1,301,256

全社費用（注） △4,059,043

四半期連結損益計算書の営業利益 1,534,998
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 11円22銭 14円52銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 891,192 1,127,457

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 891,192 1,127,457

普通株式の期中平均株式数(千株) 79,430 77,629
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【その他】

　

中間配当について

第66期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当につきましては、平成25年10月30

日開催の取締役会におきまして、平成25年９月30日最終の株主名簿に記録された株主に対して、次の

とおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 388,148千円

② １株当たりの金額 ５円00銭

③ 支払請求権の効力発生日および支払開始日 平成25年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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あ　ら　た　監　査　法　人

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　田　邊　晴　康

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　大　橋　佳　之

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月11日

株式会社 アイチコーポレーション

　取 締 役 会　御 中

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社アイチコーポレーションの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期
連結会計期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１
日から平成25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイチコーポレーション及び連結
子会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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